遺伝子診療センター

レジデント達成項目

GIO (general instruction object)

遺伝性腫瘍および遺伝子診断の基本を理解して、これを患者に説明できる。

SBO (specific behavioral objectives)

遺伝性腫瘍総論

1． 遺伝性腫瘍の定義を説明できる（知）。
2． 遺伝性腫瘍の成因、特徴に関する以下の語句を説明できる(知)。

(1) 常染色体優性遺伝

(2) Knudsonの2ヒット理論

(3) 浸透率
3． 標準的な記載法に基づいて、家系図を作成できる（America Journal of Human Genetics56: 745-752, 1995の記載による）（知、技）。
4． 遺伝性腫瘍に関する基本的なデータベースOMIM（On line Menderian Inheritance in Man）、BIC (Breast cancer information core)、the Human gene Mutation Database を使用できる（知）。
遺伝性腫瘍各論

5． 遺伝性大腸癌の頻度、種類についてシェーマを描いて説明できる（知）。

6． HNPCCの臨床基準（Amsterdam criteria II, Japanese clinical criteria）を説明できる(知)。

7． FAP, HNPCCそれぞれの臨床病理学的特徴、治療法、今後の注意点と健康管理について説明できる（知）。

8． FAP, HNPCCそれぞれの遺伝子検査の実際について説明できる(知)。

9． 遺伝性大腸癌の遺伝子検査に関係する以下の語句を説明できる(知)。

(1) APC遺伝子

(2) ミスマッチ修復機構

(3) マイクロサテライト不安定性検査

10． 家族性乳癌の頻度、日本の臨床基準を説明できる(知)。

11． 家族性乳癌の臨床病理学的特徴、治療法、サーベイランスについて説明できる(知)。

12． 家族性乳癌の遺伝子検査の実際について説明できる(知)。

13． 家族性乳癌に関係する以下の語句を説明できる(知)。

(1) BRCA1、BRCA2遺伝子

(2) 創始者効果(founder mutation)

(3) pathogenic mutationとpolymorphism

遺伝子診断

14． DNA抽出キットを用いて、血液サンプルからDNAを抽出できる（技）。

15． 指導者の下で、PCRを施行できる（技）。

16． ミニゲルで目的のPCR産物が生成されているかを判定できる（技）。

17． PCR産物の精製を行える（技）。

18． 指導者の下で、シークエンサーにより塩基配列を決定できる（技）。

19． Genbankから当該領域の塩基配列を検索できる（技）。

20． 検査室で日常用いられる基本的な道具（ビーカー、ピペットマン、電気泳動槽など）の基本的な使用法、洗浄法を理解して、実施できる（技）。

遺伝カウンセリング

21． 患者(クライアント)の立場に立って、相談内容を十分に聞いて問題点を整理できる(技)。

22． 遺伝子診断の基本（そのメリット・デメリット、現在の技術での限界と問題点、「陰性」と結果が出た場合の解釈、「陽性」に出た場合の対応）について、説明できる(技)。

23． 事前のプレカウンセリングで、情報の整理、問題点の把握ができる(技)。

24． 調整や適切な情報収集(次回の予約、病歴照会など)ができる(技)。

25． カンファレンス(症例検討会)で、同席した症例のプレゼンテーションができる（技）。
後期レジデント達成項目

GIO (general instruction object)

遺伝性腫瘍および遺伝子診断の現状とその問題点を理解して、これを実際のカウンセリングの場に応用して、患者とともに、今後の健康管理を考えていくことができる。

SGO (specific behavioral objects)

遺伝性腫瘍総論

1． 既知の遺伝性疾患という枠組みの他に、癌になりやすい体質についてSNPの立場から説明できる(知)。

2． 遺伝性腫瘍に関する以下の語句を説明できる(知)。

(1) 表現促進(anticipation)

(2) Bayesの定理

(3) 多因子遺伝

3． HNPCCの累積罹患率のデータを用いて、罹患リスクを評価できる(技)。

4． 「出生前診断」、「血族結婚における発症のリスク」など、通常は一般の遺伝相談で議論になるが、家族性腫瘍外来でも話題になる可能性のある事項についても患者に説明できる(知)。

遺伝性腫瘍各論

5． 通常遭遇しないような頻度の低い疾患に遭遇しても、遺伝性大腸癌と同様の形式で、頻度、臨床病理学的特徴、サーベイランスの留意点などの情報を事前に収集して、これを説明できる(知)。

6． 以下の語句を説明できる(知)。

(1) 常染色体劣性の遺伝性大腸癌

(2) genotype-phenotype correlation

(3) prophylactic surgery

7． Li-Fraumeni症候群、MEN、Bloom症候群について、その臨床的特徴、遺伝子異常の意義を理解する(知)。

遺伝子診断

8． 「Primer3」などのソフトを用いて、PCRのプライマーを設計できる(技)。

9． 直接シークエンス法を施行できる(技)。

10． 遺伝子診断にて異常が認められない場合の解釈について理解が得られている(知)。

11． 通常の直接シークエンス法で、異常を検出できない例を挙げて、シェーマを描いて説明できる（例えばlarge deletionなど）(知)。

12． 保因者診断の意義を説明できる（知）。

遺伝カウンセリング

13． 患者に遺伝子検査の説明を実際に行い、同意が得られた場合には適切な対応ができる(技、知)。

14． 遺伝子検査の結果を開示することを経験して、その前後に適切な対応が取れる(技、知)。

15． 患者の今後のサーベイランスについて、診療各科の医師と協力して計画を立てることができる(技、知)。

